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	第一号議案 
	
	
	

平成27年度	 	 事	 業	 報	 告	 書	
	

	 	 2015年	 	 １月	 	 １日から	 	 2015年	 	 12月	 	 31日まで	
	
	
			

特定非営利活動法人ゴールドリボン・ネットワーク 
	

	１	 事業の成果	
	 	 	 期間中、平成27年度の事業計画に基づき、小児がんの治癒率向上のための研究開発支援として、頭蓋

内原発細胞腫、ユーイング肉腫の２分野に助成金を支出。白血病分野については治療研究のための海外
留学に助成金を支出し、昨年に引き続き小児がん研究のための留学制度である「TOMODACHI	アフラック
プログラム」では留学生選考の事務局を行った。小児がん啓発活動としては4月にゴールドリボン・ウ
オーキングの開催支援を行い、11月には北海道にてチャリティーコンサートを企画開催し小児がんに関
しての理解を求める活動を行った。小児がん情報の発信に関しては、インターネット、広報誌、会報等
による発信を行った。また小児がん患児および家族への支援として2泊3日のサマーキャンプを軽井沢に
て実施。東日本大震災の被災地の小児がん経験者の高校生への奨学金制度は5年目を迎え、新たに8名の
奨学生を選定し計23名の高校生に奨学金を支給した。新たに全国を対象とした大学生への奨学金制度も
4月よりスタートさせ9名の奨学生を選定支給した。小児がん患児とその家族が治療のために遠隔地の病
院へ通う場合の交通費・宿泊費の支給を行う「交通費補助金制度」は2年目を迎え43家族に支給した。	

	２	 事業の実施に関する事項	
		 （１）特定非営利活動に係る事業	
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	 小児がんの治癒率
向上・小児がん経

験者の生活の質向

上のための研究開

発支援	

平成20年度より継続している小児脳腫瘍、

ユーイング肉腫の2分野への研究助成と、

白血病分野の研究者1名に海外留学の奨学

金を拠出。前年同様「TOMODACHI ア
フラック	プログラム」の留学生選考の事

務局を行い、その他では公益財団法人がん

の子どもを守る会や、小児がん経験者ネッ

トワークへの寄付を行った。また新たにい

のちをバトンタッチする会へも教材作成費

の助成を行った。	

通年	 全国	 3名	 全国	 19,780	

小児がん支援のた

めのゴールドリボ

ン普及事業	

小児がんに関して一般の方の理解を深める

ため4月にゴールドリボン・ウオーキング

の開催支援を行い、11月には北海道でチャ

リティーコンサートを開催した。通年通し

ては飲料会社、食品、物品等との提携を通

して一般の方への認知を高める活動も行っ

た。	

通年	 全国	 6名	 全国	 20,263	

小児がんに関する

情報収集並びに情

報提供事業	

	

ホームページ・Facebookを中心に情報配信

を継続して実施、またホームページ内で昨

年より開始した小児がん経験者限定に配信

信するコンテンツ「サバイバーネットワー

ク」は会員数107名となり確実に増えてお

り、定期的配信を行いました。	

通年	 全国	 3名	 全国	 2,765	

	 小児がんの患児お

よび家族への支援

並びに入院患児の

QOL向上	

小児がん患児および家族への支援として2

泊3日のサマーキャンプを実施。東北3県対

象の小児がん経験者の高校生への奨学金制

度を継続、また新たに全国の小児がん経験

者大学生への奨学金制度を設立。小児がん

患児とその家族に遠隔地の病院への治療に

行くための費用支援を行った。	
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7月	
	

通年	

東北3件	
長野県	
及び	
全国	

6名	
東北3県	
全国	

19,798	

	

	

	


